評価の観点と評価規準　5年下

	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	技能
	知識・理解

	9

面積
	①三角形の面積
	Ａ
	三角形の面積を既習の長方形に帰着させていろいろ考え，三角形の求積公式を四角形の求積に活用しようとしている。
	三角形の面積の求め方を長方形の求積公式を基に多様に考え，筋道を立てて説明することができる。
	手際よく三角形や四角形の面積を求めることができる。
	三角形の求積公式とその活用の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	三角形の面積を既習の長方形に帰着して考え，三角形の求積公式を四角形の求積に活用しようとしている。
	三角形の面積の求め方を長方形の求積公式を基に考え，説明することができる。
	三角形や四角形の面積を求めることができる。
	三角形の求積公式を理解している。

	
	②平行四辺形の面積
	Ａ
	平行四辺形の面積を既習の図形に帰着させていろいろ考え，図を使って説明しようとしている。
	平行四辺形の面積の求め方を三角形や長方形の面積の求積公式を基に多様に考え，筋道を立てて説明することができる。
	平行四辺形の面積を求めるのに必要な長さを手際よく見つけ，面積を求めることができる。
	平行四辺形の求積公式を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	平行四辺形の面積を既習の図形に帰着させて考え，図を使って説明しようとしている。
	平行四辺形の面積の求め方を三角形や長方形の面積の求積公式を基に考え，筋道を立てて説明することができる。
	公式を活用して平行四辺形の面積を求めることができる。
	平行四辺形の求積公式を理解している。

	
	③いろいろな三角形・四角形の面積
	Ａ
	既習の求積公式を活用して，台形やひし形の面積の求め方を進んで考え，公式を作ろうとしている。
	既習の求積公式を活用して，台形やひし形の面積の求め方を多様に考え，筋道立てて説明することができる。
	手際よく高さが底辺の外にある三角形や平行四辺形の面積を求めたり，台形やひし形の面積を求めたりすることができる。
	三角形や平行四辺形の底辺の外にある高さを知り，台形やひし形の面積の公式を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	面既習の求積公式を活用して，台形やひし形の面積の求め方を考え，公式を作ろうとしている。
	既習の求積公式を活用して，台形やひし形の面積の求め方を考え，筋道立てて説明することができる。
	高さが底辺の外にある三角形や平行四辺形の面積を求めたり，台形やひし形の面積を求めたりすることができる。
	三角形や平行四辺形の底辺の外にある高さを知り，台形やひし形の面積の公式を理解している。

	
	④面積の問題
	Ａ
	進んで底辺が一定のときの三角形の高さと面積の関係を調べたり，式から三角形の面積の工夫した求め方を読もうとしたりしている。
	高さが2倍，3倍になると面積はどうなるかを考えたり，図から式の意味を考えたりすることができる。
	手際よく比例の関係を調べたり，面積の求積の仕方を表す式と図を対応させて表したりすることができる。
	底辺が一定のとき，高さと面積は比例するがわかり，式を読むことを通して三角形の面積の求め方を多面的に理解している。

	
	
	Ｂ
	底辺が一定のときの三角形の高さと面積の関係を調べたり，式から三角形の面積の工夫した求め方を読もうとしたりする。
	高さが2倍，3倍になると面積はどうなるかを考えたり，図と対応させて（　）の数式の意味を考えたりすることができる。
	比例の関係を調べたり，面積の求積の仕方を表す式と図を対応させて表したりすることができる。
	底辺が一定のとき，高さと面積は比例するがわかり，式を読むことを通して三角形の面積の求め方を理解している。

	10

平均とその利用
	①平均
	Ａ
	大きさの違ういくつかの数量をならすことに関心を持ち，進んで調べていこうとしている。
	問題に即して平均の求め方を工夫して考えることができる。
	手際よく計算して，平均を求めることができる。
	平均の意味や平均の求め方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	大きさの違ういくつかの数量をならすことに関心を持ち，調べていこうとしている。
	平均の求め方を考えることができる。
	計算によって平均を求めることができる。
	平均の意味や平均の求め方を理解している。

	
	②平均を使って
	Ａ
	歩幅の平均を使った道のりを調べ方や簡単な平均の求め方を工夫しようとしている。
	平均を活用した道のりを求め方や簡単な平均の求め方を工夫して考えることができる。
	手際よく平均を使って長さを概測したり，仮平均を利用して平均を求めたりすることができる。
	いろいろな仮平均を利用した平均の求め方を理解している。

	
	
	Ｂ
	歩幅の平均を使った道のりを調べ方や簡単な平均の求め方を調べたりしようとしている。
	平均を活用した道のりを求め方や簡単な平均の求め方を考えることができる。
	平均を使って長さを概測したり，仮平均を利用して平均を求めたりすることができる。
	仮平均を利用した平均の求め方を理解している。

	11

単位量あたりの大きさ
	
	Ａ
	混みぐあいの比べ方に関心を持ち，進んで単位量当たりの考えを用いて比べようとしている。
	混みぐあいや燃費などを，単位量当たりで比べることを考え，筋道立てて説明することができる。
	単位量当たりの考えを用いて，混みぐあい，とれ高，密度などを手際よく比べることができる。
	異種の2つの量の割合で表される量について，比べ方や表し方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	混みぐあいの比べ方に関心を持ち，単位量当たりの考えを用いて比べようとしている。
	混みぐあいや燃費などを，単位量当たりで比べることを考え，説明することができる。
	単位量当たりの考えを用いて，混みぐあい，とれ高，密度などを比べることができる。
	異種の2つの量の割合で表される量について，比べ方や表し方を理解している。

	●

見積もりを使って
	
	Ａ
	見積もりに関心を持ち，場に応じた見積もりの仕方を工夫して処理しようとしている。
	差し引いたり，切り上げや切り捨てを使ったりして見積もることを考え，見積もりの仕方を説明することができる。
	手際よく場に即した最適な見積もり方法を選択し，処理できる。
	場に即した最適な見積もり方法を理解している。

	
	
	Ｂ
	見積もりに関心を持ち，見積もりを使って処理しようとしている。
	差し引いたり，切り上げや切り捨てを使ったりして見積もることを考え，見積もりの仕方を説明できる。
	場に即した最適な見積もり方法を選択し，処理できる。
	場に即した見積もりの仕方を理解している。

	◎

順々に調べて
	
	Ａ
	進んで少ない場合から順に表に整理して調べ，きまりを見つけて解こうとしている。
	少ない場合から順に表にかいてきまりを見つけ，それを活用して考えることができる。
	手際よくきまりを見つけて，問題を解決することができる。
	少ない場合から順に調べる問題解決の方法のよさを理解している。

	
	
	Ｂ
	少ない場合から順に表にかいて調べ，きまりを見つけて解こうとしている。
	少ない場合から順に表にかき，きまりを見つけることができる。
	きまりを見つけて，問題を解決することができる。
	少ない場合から順に調べる問題解決の方法を理解している。

	12

割合
	①割合
	Ａ
	基準とする量が違うため，差では比べられない量について，他の比べ方を進んで調べようとしている。
	関係図をかいて，基準とする量を1として，その何倍になるかを考えることができる。
	手際よく関係図をかき，割合，比べる量，もとにする量を計算で求めることができる。
	割合の意味を理解し，割合，比べる量，もとにする量を求める公式とそれらの関係を理解している。

	
	
	Ｂ
	基準とする量が違うため，差では比べられない量について，他の比べ方を調べようとしている。
	図を使って基準とする量を1として，その何倍になるかを考えることができる。
	関係図を使って，割合，比べる量，もとにする量を計算で求めることができる。
	割合の意味を理解し，割合，比べる量，もとにする量を求める公式を理解している。

	
	②百分率
	Ａ
	割合を整数化して表すことのよさに気づき，進んで身の回りから百分率が使われているところを見つけようとしている。
	百分率を使ったいろいろな問題を考えることができる。
	手際よく割合を百分率で表したり，百分率を使った問題を解いたりすることができる。
	割合と関連づけて百分率や歩合の意味を理解し，説明できる。

	
	
	Ｂ
	割合を整数化して表し，身の回りから百分率が使われているところを見つけようとしている。
	百分率を使った問題を考えることができる。
	割合を百分率で表したり，百分率を使った問題を解いたりすることができる。
	割合と関連づけて百分率，歩合の意味を理解している。

	
	③割合のグラフ
	Ａ
	身の回りから帯グラフや円グラフに関心を持ち，よんだり，表したりしようとしている。
	帯グラフ，円グラフを見て，全体と部分，部分と部分の割合を考え，説明することができる。
	手際よく帯グラフや円グラフをかき，割合の特徴をよむことができる。
	帯グラフや円グラフを知り，そのよみ方，かき方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	身の回りから帯グラフや円グラフを見つけ，よもうとしている。
	帯グラフ，円グラフを見て，全体と部分，部分と部分の割合を考えることができる。
	帯グラフや円グラフをかき，割合の特徴をよむことができる。
	帯グラフや円グラフを知り，よみ方，かき方を理解している。

	
	④割合を使って
	Ａ
	基準とする量の何倍になるかを進んで考え，問題解決しようとしている。
	関係図にかいて割合の和や積に着目して何倍になるかを筋道立てて考えることができる。
	手際よく関係図をかいて割合の和や積に着目し，問題を解くことができる。
	割合の和や積を使った問題解決の方法を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	関係図を使って基準とする量の何倍になるかを考え，問題解決しようとしている。
	関係図をかいて割合の和や積に着目して何倍になるかを考えることができる。
	関係図を見て割合の和や積に着目し，問題を解くことができる。
	割合の和や積を使った問題解決の方法を理解している。

	
	⑤グラフづくり
	Ａ
	注意深く棒グラフと円グラフを関係づけてよもうとしたり，割合を調べてグラフに表そうとしたりしている。
	棒グラフと円グラフを関連づけ，みらいさんの考えの正否を判断し，根拠をもって説明することができる。
	身の回りの資料や自分で調べたことを，割合を使ってグラフに表すことができる。
	円グラフと帯グラフの特徴を理解し，使い方を区別できる。

	
	
	Ｂ
	棒グラフと円グラフを関係づけよんだり，割合を調べてグラフに表そうとしたりしている。
	棒グラフと円グラフを関連づけ，みらいさんの考えの正否を判断し，そのわけを説明することができる。
	身の回りの資料を，割合を使ってグラフに表すことができる。
	円グラフと帯グラフの特徴を理解している。

	13

円と正多角形
	①正多角形
	Ａ
	正多角形に関心を持ち，その性質を自ら進んで調べ，身の回りで正多角形を見つけようとしている。
	多角形の作図において円の中心の周りの角360°を何等分すればよいかを筋道立てて考えることができる。
	手際よく円を使って正多角形をかいたり，模様づくりをしたりすることができる。
	正多角形の意味と性質を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	正多角形に関心を持ち，その性質を調べようとしている。
	多角形の作図において円の中心の周りの角360°を何等分すればよいかを考えることができる。
	円を使って正多角形をかいたり，模様づくりをしたりすることができる。
	正多角形の意味と性質を理解している。

	
	②円周と直径
	Ａ
	円周と直径が依存関係にあることに関心を持ち，見通しをもってその関係を調べようとしている。
	直径と円周の関係を逐次近似的に調べたり，帰納的に考えたりすることができる。
	必要な部分の長さを使い，円周や直径を求めることができる。
	円周率の意味とその求め方の公式を理解し，目的に応じた使い方を理解している。

	
	
	Ｂ
	円周と直径が依存関係にあることに関心を持ち，調べようとしている。
	直径と円周の関係を，見通しを持って帰納的に考えることができる。
	円の直径の値から円周を求めたり，円周の値から直径を求めたりすることができる。
	円周率の意味とその求め方の公式を理解している。

	14

角柱と円柱
	①角柱と円柱
	Ａ
	身の回りにある角柱や円柱を観察したり分類したりして，その特徴をとらえようとしている。
	角柱や円柱の面，辺，頂点に着目して，分析的に特徴を考え，説明することができる。
	手際よく円柱や角柱の面，辺，頂点の数などの特徴を調べることができる。
	角柱，円柱の意味を知り，その特徴を具体的に説明できる。

	
	
	Ｂ
	角柱や円柱を観察したり分類したりして，その特徴をとらえようとしている。
	角柱や円柱の面，辺，頂点に着目して，分析的に特徴を考えることができる。
	円柱や角柱の面，辺，頂点の数などの特徴を調べることができる。
	角柱，円柱の意味を知り，その特徴を理解している。

	
	②見取図とてん開図
	Ａ
	三角柱や円柱などの見取図や展開図に関心を持ち，かこうとしている。
	予想してから展開図のかき方をいろいろ考えたり，その面の特徴を分析的に考察したりすることができる。
	手際よく三角柱や円柱などの見取図や展開図をかくことができる。
	三角柱や円柱とこれらの見取図や展開図を関連づけて理解している。

	
	
	Ｂ
	三角柱と円柱の見取図や展開図に関心を持ち，かこうとしている。
	展開図のかき方や展開図の面の特徴を考えることができる。
	三角柱や円柱などの見取図や展開図をかくことができる。
	三角柱，円柱の見取図や展開図を理解している。

	15

○や△を使った式
	
	Ａ
	伴って変わる２つの数量を見つけ，進んで○や△を使った式に表し，変化の特徴を調べようとしている。
	○や△を使った式に表し，○が変わると△がどのように変わるかを調べ，比例するかどうかを判断し，その根拠を説明することができる。
	○や△を使った式に表し，○が変わると△がどのように変わるかを手際よく調べることができる。
	○や△を使った式の変化の調べ方と比例の意味を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	伴って変わる２つの数量の関係を見つけ，○や□を使った式に表し，変化の特徴を調べようとしている。
	○や△を使った式で表し，○が変わると△がどのように変わるかを調べ，比例するかどうかを判断し，説明することができる。
	○や△を使った式に表し，○が変わると△がどのように変わるかを調べることができる。
	○や△を使った式の変化の調べ方と比例の意味を理解している。

	◎

輪投げ
	
	Ａ
	問題場面に関心を持ち，与えられた条件を整理して，問題を解決しようとしている。
	自分の力で仮説を立てて，条件に照らし合わせて矛盾がないかどうか，筋道を立てて考えることができる。
	条件に照らし合わせて，仮説を手際よく調べていくことができる。
	仮説を条件に照らして筋道を立てて考えを進める方法を理解している。

	
	
	Ｂ
	条件を整理して，問題を解決しようとしている。
	仮説を立てて，条件に照らし合わせて矛盾がないかどうか，筋道を立てて考えることができる。

	条件に照らし合わせて，仮説を調べていくことができる。
	仮説を条件に照らして考えを進める方法を理解している。

	●

よみとる算数(2)
	
	Ａ
	資料から必要な情報を読み取り，問題解決をしたり，説明が正しいかどうかを判断したりしようとしている。
	根拠となる情報を読み取って問題解決の方法を考え，その解決方法を筋道を立てて説明することができる。
	手際よく円グラフや帯グラフから必要な情報を読み，問題解決することができる。
	円グラフや帯グラフの情報を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	資料から必要な情報を読み取り，問題を解決しようとしている。
	根拠となる情報を読み取って問題解決の方法を考え，説明することができる。


	円グラフや帯グラフから必要は情報を読み，問題解決することができる。
	円グラフや帯グラフの情報を理解している。

	★

算数のまど
	9　面積

ステップ
	Ａ
	半分づくりコースや面積の公式コースに進んで取り組もうとしている。
	既習の図形の求積公式を活用して考えることができる。
	手際よく面積の半分づくりや指定された面積の色塗りができる。
	三角形や平行四辺形の面積の公式を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	半分づくりコースや面積の公式コースに取り組もうとしている。
	既習の図形の求積公式を活用して考えることができる。


	面積の半分づくりや指定された面積の色塗りができる。
	三角形や平行四辺形の面積の公式を理解している。

	
	9　面積

ジャンプ
	Ａ
	長方形の辺や中心に点Ｏを取ってできるいろいろな三角形と長方形の面積を比べようとしている。
	長方形を対角線で分けると面積の等しい合同な三角形に分けられることから考え，説明することができる。
	手際よく長方形に補助線をかいて合同な三角形を作ることができる。


	長方形や平行四辺形を対角線で分けると面積の等しい合同な三角形ができることを理解している。

	
	
	Ｂ
	長方形の辺や中心に点Ｏを取ってできる三角形と長方形の面積を比べようとしている。
	長方形を対角線で分けると面積の等しい合同な三角形に分けられることから考えることができる。
	長方形に補助線をかいて合同な三角形を作ることができる。


	長方形を対角線で分けると面積の等しい合同な三角形ができることを理解している。

	
	12　割合

ステップ
	Ａ
	割合を使って，進んで日常的な問題を解決しようとしている。
	割合を求める公式を活用して考え，筋道立てて説明することができる。
	手際よく割合を求める公式を活用して処理することができる。
	割合の意味と割合を求める公式を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	割合を使って，日常的な問題を解決しようとしている。
	割合を求める公式を活用して考えることができる。
	割合を求める公式を活用して処理することができる。
	割合の意味と割合を求める公式を理解している。

	★

算数のまど
	12　割合

ジャンプ
	Ａ
	90％の80％は，まとめて何倍になるかを整数の場合と関連づけて考えようとしている。
	整数の場合と同様に関係図にかいて，0.9倍の0.8倍は，まとめて0.9×0.8倍であると考えることができる。
	手際よく倍関係を関係図に表し，問題を解決することができる。
	a倍のb倍は，a×b倍が小数にも当てはまることを十分理解している。



	
	
	Ｂ
	90％の80％は，まとめて何倍になるかを考えようとしている。
	関係図を見て，0.9倍の0.8倍は，まとめて0.9×0.8倍であると考えることができる。


	関係図を使って，問題を解決することができる。
	a倍のb倍は,a×b倍が小数にも当てはまることを理解している。



	
	13　円と正多角形

ステップ
	Ａ
	正多角形の周りの長さと円周との関係に興味を持ち，進んで調べようとしている。
	正多角形の周りの長さと円周を関連づけて，角数が増すにつれて円周に近づくことに気づくことができる。


	正多角形の周りの長さを手際よく調べて円周と比べることができる。
	円周を正多角形の周りの長さと関連づけて理解している。

	
	
	Ｂ
	正六角形や正十二角形の周りの長さと円周を比べようとしている。
	正六角形，正十二角形,の周りの長さと円周を関連づけ，角数が増すにつれて円周に近づくことに気づくことができる。
	六角形，正十二角形の周りの長さを調べて円周と比べることができる。
	円周を正六角形，正十二角形の周りの長さと関連づけて理解している。

	
	13　円と正多角形

ジャンプ
	Ａ
	長方形などの辺から１ｍ離れて1周した長さを，積極的に考えようとしている。
	長方形などの図形の角を回る長さが半径1ｍの円周の長さだけ長くなることに着目して考え，求め方を説明することができる。
	手際よく長方形などの辺から１ｍ離れて1周した長さを求めることができる。
	円周の長さを求める公式を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	長方形の辺から１ｍ離れて1周した長さを考えようとしている。
	長方形の角を回る長さが半径1ｍの円周の長さだけ長くなることに着目して考えることができる。


	長方形の辺から１ｍ離れて1周した長さを求めることができる。
	円周の長さを求める公式を理解している。

	
	14　角柱と円柱

ステップ
	Ａ
	いろいろな立体の展開図や組み立ててできる立体から，進んでその構成要素を調べようとしている。
	展開図を組み立ててできる立体を分析的に考察し，底面の形や，側面，頂点，辺の数を調べることができる。
	手際よくいろいろな立体の構成要素である底面の形，側面，辺，頂点数を調べることができる。
	展開図と立体を関連づけて立体の名前や底面の形，側面，頂点，辺の数を理解している。

	
	
	Ｂ
	いろいろな立体の展開図を用いて，立体の構成要素を調べようとしている。
	立体の構成要素に着目し，底面の形，側面，頂点，辺の数を考察することができる。


	いろいろな立体の構成要素である底面の形，側面，辺，頂点数を調べることができる。
	立体の名前や底面の形，側面，頂点，辺の数を理解している。

	★

算数のまど
	14　角柱と円柱

ジャンプ
	Ａ
	平行四辺形を丸めてできる円柱の形に関心を持ち，いろいろな平行四辺形で確かめようとしている。
	丸める前に，平行四辺形の辺のつながり方を考えて，できる立体の見当をつけることができる。
	手際よく平行四辺形を丸めてできる立体をいろいろ調べることができる。


	長方形だけでなく，どんな平行四辺形でも，丸めると円柱の側面になることを理解している。

	
	
	Ｂ
	平行四辺形を丸めてできる立体の形を調べようとしている。
	平行四辺形の辺のつながり方を考えて，丸めてできる立体の見当をつけることができる。
	平行四辺形を丸めてできる立体を調べることができる。


	平行四辺形を丸めると円柱の側面になることを理解している。
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